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研究報告書 

 

私たちは、ヒト単純ヘルペスウイルスの遺伝子に改変を加えたT-hIL12を、新規の癌治療製品

として開発を進めている。医師主導治験を開始することに関して医薬品医療機器総合機構から了

解が得られたので、2019年8月に東京大学医科学研究所でプレスリリースを行い、被験者の募集

を開始した。治験に関する情報を広く全国に発信するとともに、被験者のスムーズな募集を図る

ため、信州大学医学部皮膚科と東京大学医科学研究所先端がん治療分野のホームページに治験の

概要を記載するとともに、患者・家族ならびに主治医が治験に関して問合せを行うためのフォー

ムも作成した。治験実施のための体制を充実化するため、頻回に意見交換を実施している。 

 

 

 

 

 

 


